
み
ん
な
で
取
り
組
む
防
災・減
災
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▼
防
災
の
資
料
を
更
新
！

3

イ
ン
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
、福
江
市
街
地
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た

菜
の
花
歩
道
橋
が
お
目
見
え
し
ま
し

た
。

　

こ
れ
を
記
念
し
て
、菜
の
花
歩
道
橋

を
利
用
す
る
福
江
小
学
校
の
児
童
約

１
０
０
名
へ
、協
議
会
か
ら
歩
道
橋
の

説
明
と
菜
の
花
で
作
っ
た
花
束
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。

　

菜
の
花
歩
道
橋
は
、渥
美
半
島
菜
の

花
浪
漫
街
道
の
P
R
を
兼
ね
て
ロ
ゴ

マ
ー
ク
と
名

称
が
入
っ
て

い
ま
す
。

　
福
江
市
街

地
を
通
り
か

か
っ
た
際
は
、

ぜ
ひ
注
目
し

て
み
て
く
だ

さ
い
。

▼
街
づ
く
り
推
進
課

☎
23‐３
５
３
５

22‐３
８
１
１

　
今
回
は
、市
内
の
ス
ポ
ッ
ト「
菜
の
花

歩
道
橋
」を
ご
紹
介
し
ま
す
。

◆「
菜
の
花
歩
道
橋
」と
は

　
福
江
市
街
地
の
中
心
に
位
置
す
る
福

江
歩
道
橋（
高
田
信
号
）。こ
の
歩
道
橋

の
愛
称「
菜
の
花
歩
道
橋
」は
、清
田・福

江
校
区
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
の

「
自
分
た
ち
の
熱
意
で
ま
ち
を
変
え
よ

う
」「
子
ど
も
た
ち
を
楽
し
く
学
校
に
通

わ
せ
た
い
」と
い
う
思
い
か
ら
、平
成
19

年
度
に
官
民
協
働
で
菜
の
花
デ
ザ
イ
ン

の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
が
施
さ
れ
誕
生
し
ま
し

た
。

　

以
来
、通
行
者
の
安
全
を
見
守
る
福

江
市
街
地
の
シ
ン
ボ
ル
ブ
リ
ッ
ジ
と
し

て
、長
年
に
わ
た
り
地
域
に
親
し
ま
れ

て
き
ま
し
た
。

◆
ラ
ッ
ピ
ン
グ
を
貼
り
替
え
ま
し
た

　

今
年
度
、愛
知
県
が
実
施
し
た
塗
装

等
工
事
に
併
せ
て
、清
田・福
江
校
区
ま

ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
が
菜
の
花
デ
ザ

　
こ
ん
に
ち
は
、ゆ
う
く
ん
で
す
。

　
田
原
市
の
防
災
に
関
す
る
最
新
の
情

報
を
皆
さ
ん
に
お
伝
え
す
る
た
め
、今

年
度
更
新
す
る
防
災
に
関
す
る
資
料
を

紹
介
し
ま
す
。

◆「
防
災
・
減
災
お
役
立
ち
ガ
イ
ド
」を

改
訂

　

平
成
27
年
度
に
作
製
し
、全
戸
配
布

し
た「
防
災
・
減
災
お
役
立
ち
ガ
イ
ド
」

を
５
年
ぶ
り
に
改
訂
し
ま
す
。

【
改
訂
内
容
】

　
現
行
の
情
報
を
最
新
の
も
の
に
更
新

す
る
ほ
か
、津
波
災
害
警
戒
区
域
を
示

し
た
マ
ッ
プ
や
、風
水
害
時
の
避
難
警

戒
レ
ベ
ル
の
掲
載
な
ど
新
し
い
情
報
も

加
え
て
い
ま
す
。

【
配
布
時
期
】

　
令
和
３
年
３
月
中
に
文
書
配
布
に
て

市
内
全
世
帯
へ
配
布

◆「
外
国
語
版
防
災
マ
ッ
プ
2
0
2
0
」

を
作
製
し
ま
し
た

　
昨
年
更
新
し
た
防
災
マ
ッ
プ
２
０
２

０
の
外
国
語（
英
語
・
中
国
語
）版
を
作

製
し
ま
し
た
。市
内
に
は
外
国
人
労
働

者
や
技
能
実
習
生
も
増
え
て
き
て
い
る

た
め
、雇
用
主
に
あ
た
る
方
や
外
国
人

の
い
る
事
業
所
は
ぜ
ひ
活
用
し
て
く
だ

さ
い
。

【
配
布
場
所
】田
原
市
役
所
、赤
羽
根
市

民
セ
ン
タ
ー
、渥
美
支
所
で
配
布
し
て

い
ま
す
。

　
▼
防
災
対
策
課
☎
23‐３
５
４
８

◦ラッピングされた菜の花歩道橋
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用語

本図は、平成27年6月に田原市が公表した想定される南海トラフ地震の津波高を示したものです。

田原市の推定津波高と推定津波到達時間の分布図田原市の推定津波高と推定津波到達時間の分布図1010
◎推定津波高分布図

本図は、平成27年6月に田原市が公表した想定される南海トラフ地震の
30㎝以上の津波到達時間を示したものです。

◎推定津波到達時間分布図
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令和2年6月24日から海水浴場等で、「津波フラッグ」により大津波警報、津波警報、津波注意報（以下、
「津波警報等」という）が発表されたことをお知らせする取組が始まりました。
津波警報等は、テレビやラジオ、携帯電話、サイレン、鐘等、様々な手段で伝達されますが、令和2年夏から
海水浴場等で「津波フラッグ」による視覚的伝達が行われます。
「津波フラッグ」を用いることで、聴覚に障害をお持ちの方や、波音や風で音が聞き取りにくい遊泳中の方
などにも津波警報等の発表をお知らせできるようになります。海水浴場や海岸付近で津波フラッグを見か
けたら、速やかに避難を開始してください。

太平洋に面している田原市では、大地震により津波被害が想定されます。海辺にいるときに地震が発生し
た時にすぐに安全な場所に逃げられるように津波避難看板や津波セーフティラインなどが整備されてい
ます。

⃞■津波フラッグ

津波フラッグとは
津波フラッグは、長方形を四分割した、赤と白
の格子模様のデザインです。縦横の長さや比
率に決まりはありませんが、遠くからの視認性
を考慮して、短辺100㎝以上が推奨されます。

避難看板 津波セーフティライン

自分の命は自分で守る。
自分たちの地域は自分たちで守る。

防災防災減災減災お役立ちガイドブック
2020

田原市

緊急時のわが家の情報
■家族のこと（世帯主に●）

名　前 電話番号 生年月日 血液型

■緊急連絡先（頼れるご近所など）
相手の名前 電話番号 住　所 メールアドレス

■親せきや知人などの連絡先
相手の名前 電話番号 住　所 メールアドレス

■ライフラインの連絡先（電気・ガス・水道・病院など）
項　目

■いざというときの連絡先

事故と犯罪 110
☎0531-22-1111

119火災・救急 118海上の事故

田原市役所（代表） ☎0531-23-3548防災対策課

電話番号

病気・アレルギーなど
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